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スギ・ヒノキの材質劣化害虫

「スギカミキリJ

III富山県内の被害の実態

西村正史

スギ ヒノキ町大害虫スギカミキリ については昭和57年8月に『宮崎だより.No. 1 Jでそ

の慨聾を紹介致しました。体重試験喝では，その後も有効な防除法を擁立するためにいろいろ

な調査 研究に取り組んできました。聞えば，どの地織に被害が多〈尭生しているのか!どの

ような品櫨系統に被害が多いのか 被害の激しい林分と被害の少ない林分とではどのような遣

いがあるのか，同じ林内でも被害木と無被害木とではどつなのか この省虫は柑殺後のスギ林

にいっ頃定消するのか。この省illが定暫 Lたスギ林の被害ヨドペ?密度はどのように蛮化していく

のか等です。その帖*.かなりの成果を得ることができました。

そこで?これらの成果を何回かに分けてお知らせ致したいと思います。措 l凶目は木県の代

表的な造称術槌でありますスギ(タテヤマスギ，ポカスギ等)の被持の実型を紺介致します。

1. ~テヤマスギの林における被害

ご存じのように本県の造林町大部分は タテヤマスギ系統の実生苗で行われています。 スギ

カミキリの世害が企図的に問題になった昭和田年から昭和田年にかけてゆ本県の林政慨を中心

にタテヤマスギ人工林町鍍害実態闇査が行われま Lた。また 昭和田年には日本林業技術協会

町署託により 本県町公聞過称地のタテヤマスギ人工林においても向 じ機な醐査が行われま し

た。これらの醐査結来をもとに タテヤマスギ人工林の立地条件とスギカ ミキリの被害町程度

(林向田被害事で代表Lます)との関係を監量化措ー担という方法を捌いて解析しました。そ

の結朱。スギカミキリの被害率は林分の標高と官接な聞係にあることがわかりました。そこで
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低いことがわかるかと思います{褒 110また，この地織に多く植殺されているマスヤマスギ

の林の滋省寧も0%-9.9%でスギカミキリに対しでかなり強いことがわかりました(表ー 1).， 

2) 小矢部市

本燥の挿し木品徹が多〈造林されている小矢銅HIiにおいて調査Lた結集を量一2に示しますa

この地域に拙離されているタ テヤマスギの林は40%-80%の被害率でした。しかしながら。押

し木品副はミオスギを除いてすべて10%前後以下町櫨書E鮮を示 L.スギカミキリに対 Lてきわ

めて強いことがわかりました。ミ オスギについては 1林分しか調査できませんでしたが，その

被害率は22%でした。 この値はタテヤマスギの林とポカスギ等の持L木品績の被害率的中聞に

位置します。また。この林町帽高は2叩m以下であり。同じ標高のタテヤマスギの林的被害本か

らみれば明らかに低いと言えます。したがって，スギカミキ リに対して強いのではないかと思

われます。

査一 l 砺波市頼成およひ噌山地区に植載されたスギ品極系統聞の

スギカミキリの被害率の速い

被 害率(%)
スギ林 調査林の肱 品種系統

最小値 平均姐 最大値

ボカスギ 2.3 

A マスヤマスギ 7.7 

タテヤマスギ 19.0 

B 10 マスヤマスギ o 3.2 9.9 

住)Aはポカスギe タテヤマスギ.マスヤマスギが混ざって植栽された林。

Bはマスヤマスギだけからなる林。

表 2 抑し木町林におけるスギカミキリの被害

被 笹率(%)
品祖*統 間査林の散

最小値 平均値 最大値

ポカスギ 8 o 0.9 2.0 

リョウワスギ 6 o '.2 l2.0 

ミオスギ 22.0 

カワイダニスギ 5 o 1.0 5.0 

タテヤマスギ 5 39.0 田 6 79.0 
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3.まとめ

1 ) 本県の主聾な造林樹岨であるタテヤマスギ町人工林は，標高によって被害の程度に著し

い違いのあることが判明 L ました。特に。300m>~下では激書の林が多〈なりますが標高

4叩m以上になると辿に微害な林が多〈なります。

2) 本県のスギ挿し木品瞳はミオスギの林で若干高い被害率を示したものの， 大部分町林で

はきわめて畦い被沓率を示 L. スギカミキリに対Lてきわめて強いことがわかりま Lた。

樹幹表面に世われたスギカ ミキリの食客痕
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